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1950年代 ・日本教職員組合「倫理綱領（教師の倫理綱 喜・学習指導要領（試案）【51,52年】（系統主 り領）」【51年】 義への移行）・教育二法案可決【54年】 の ・学習指導要領改訂【5,56年】
（政治的中立性，教育公務員特例法） i ・社会科の初志をつらぬく会発足【58年】 し・学習指導要領改訂【58・60年］ ての
1960年代 ・I LO・ユネスコ「教師の地位に関する勧告」 ・学習指導要領改訂【68-70年】
>＇ 【66年】 （目標として「公民的資質」が掲げられる）1970年代 ・登校拒否， いじめの増加などにより教師の指 ．I 、~ヽ・全国民主主義教育研究会発足【70年】導力が問題化 ・学習指導要領改訂【77・78年］1980年代 ・ショーンの反省的実践家論 喜・学習指導要領改訂【89年】・グッドソンのライフヒストリー 研究 （生活科誕生，高等学校社会科解体）
・向山洋一の教育技術法則化論 i 論1990年代 ・教育職員養成審議会「新たな時代に向けた ・学習指導要領改訂【98・99年】 _ ,/ヽ_,,/ 
教員養成の改善方策について」【97年】
2000年代 ・中教審答申「新しい義務教育を創造する」で 贔論 ・学習指導要領改訂【08年】 実証「あるべき教師像」が提示される【05年］ 研究
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l 二杉 (1985) 山本典人
2 和井田 (1998) 斎藤昭
3 赤沢 (2003) 山本典人
4 高井良•坂本 (2003) 若狭蔵之助
5 山崎 (2003) 鈴木正氣
6 大橋 (2007) A (生活科）
7 久保田 (2007) 井ノロ貴史
8 草村 (2007) 新井明，小原孝久
9 森脇 (2007) 小幡肇
10 和井田 (2010) 田中裕一
11 茨木 (2010) 小林新三







































































































































































































































































































































































































































育」 (1274本， 18.1%) , ③「地理教育」 (634本，




4.3%), ⑨「環境教育」 (278本， 4%),⑩「社会
科の歴史」 (266本， 3.8%),⑪「その他」 (239





「総論」 (225本， 3.2%),⑭「教員養成」 (120











































方法論まで』昭和堂， 81頁(=Ivor Goodson 
and Pat Sikes.(2001). Life History Research in 
Educational Settings.)。




































恵』ゆみる出版=Donald A.Schon.(1983). The 
Reflective Practitioner.)。また， PCK(pedagogi-
cal content knowledge) とは，授業を想定した
教育内容についての知識のことであり， Shulman
(1987) はこれを教師の知識の中で最も重視し
た (Shulman(l987).Knowledgeand Teaching, 
Harvard Education Review, vol57, NO.I, pp.I-
22.)。
